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臨床実習病院・診療所紹介 「美郷町国民健康保険西郷病院」 

Greeting from Kiyotake! 

４月は嬉しい季節です！医学部入学した一年生、おめでとう！宮崎県で初期研修をはじ

める研修医さん、おめでとう！そして総合診療の専攻医を開始した川野先生おめでとう

ございます！ 

新人の皆様の生き生きとした姿は周りに大きな刺激になっています。まっすぐに地域医

療を目指し、地域で楽しく活躍して学び成長し続ける環境を皆さんと一緒に作って行き

たいと考えています。 

また研究活動などを通じて積極的に外へアウトプットしていきます。今年度もよろしく

お願いします。 

今 月 の よ っ し ー 

教授  吉村 学 

           美郷町地域包括医療局   総院長 金丸 吉昌  先生       

 平成１７年度より本格的に実習・研修を受け入れさせていただいております。当

初は試行錯誤でしたが、関係の皆様の御指導をいただきながら今日に至っておりま

す。これまで、多くの学生・研修医の皆様に実習・研修に参加していただきまし

た。改めて御縁を感じ、感謝するばかりです。 

 当施設での研修の目標は、よく「観

る」・「感じる」ことが出来るように

なることです。方略は、足下で住民を

中心とした多職種共働を体得すること

としております。 

 研修の結果として何かの意志が生じ、エネルギーとして湧いて

くるようになることが出来ればありがたいと願っています。ささ

やかですが、これからも研修の受け入れを続けさせていただけれ

ばありがたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

専攻医 川野 綾子  

講 座 ス タ ッ フ 紹 介 ④ 

    こんにちは。串間市民病院の川野綾子です。自治医科大学を卒業、２年間の初

期研修後、西米良診療所や諸塚診療所といった宮崎県内の僻地で勤務し、この４

月から宮崎大学地域医療・総合診療医学講座総合診療専門医プログラムに参加さ

せていただいております。 

 これまで地域のみなさまに温かく育てていただいたおかげで、今ではすっかり

地域医療・総合診療のとりこです！指導医・専攻医の方々やスタッフの方々と一

緒に楽しく働きつつ学びを深め、患者さま一人ひとりに寄り添いながら地域の

ニーズに対応できる医師を目指して頑張っていく所存です。 

これからどうぞよろしくお願いします。 



宮崎大学 医学部 地域医療・総合診療医学講座 
〒889-1692 宮崎県宮崎市清武町木原5200 TEL:0985-85-9809 FAX:0985-85-9805 

E-Mail：chiikiiryo@med.miyazaki-u.ac.jp URL http://www.med.miyazaki-u.ac.jp/community-medicine/ 

●レジデントデイ 

 4/27(金) 18:00～ 場所：串間市民病院 

●TXP medical, Ubie社, 宮崎大学との共同研究契約 

 締結式  

 5/10(木) 14:00～ 場所：宮崎大学医学部 

※詳細はホームページやFacebookに順次アップします。 

講座のイベント情報 

三浦拓先生 総合診療専門医研修プログラム修了！ 

 ３月23日（土）、質的研究のデータ分析手法として注目を集めているＳＣＡＴ

（Steps for Coding and Theorization）の開発者である大谷尚先生（名古屋大学）に

お越しいただき、質的研究に関する特別講義を開催しました。 

 質的研究とは、量的研究との違い（実は近しい関係）、パラダイムの話など、

非常に分かりやすくお話しいただきました。   

 質的研究に関する特別講義に引き続き、23日の午後～24日（日）にかけて、質

的研究のためのプロトコル作成とＳＣＡＴのセミナー・ワークショップを開催し

ました。本来は３日間で行うところを、土日の２日間でギュッと凝縮して学ぶこ

とができる充実した内容でした。自分たちのリサーチクエスチョンからプロト

コール作成、テキストデータからＳＣＡＴの手法を用いた分析をグループワーク

で行いました。充実しすぎて、写真撮影も忘れるくらいでした… 

 今回、学内の多分野から、また学外からも参加者がありました。これをきっか

けにいろいろなつながりができ、質的研究が進められていくと良いですし、当講

座としても質的研究をいろいろ行っていきたいです。 

講師の大谷先生、副講師の肥田武先生、ありがとうございました。  

質的研究のためのプロトコル作成とＳＣＡＴのセミナー・ワークショップ  

 当講座の研修プログラム第１号である三浦拓先生の研修修了報告会を開催しました。この３年間の振り返り、

これからどのように臨床や教育に向き合っていくかの抱負などを発表してもらいました。 

 自らどんどん成長され、各研修サイトに良い影響を与えてくれました。４月以降も、指導医側の一人として

残っていただくことになりました。この３年間の経験も糧にしながら、一緒によい教育・研修体制をつくってい

ければと思います！  

▲大谷先生(上)と
ワ ー ク シ ョ ッ プ
(下) 

◀㈱日南の中にあ
る妻湯温泉の前で
全体写真撮影 

 ４月７日（土）に西都市調殿（つきどの）地区の全面的なご

協力をいただき、多職種学生（医学生・看護学生・理学療法学

生）による住民さん宅訪問＆交流会を行いました。学生14名が

７チームに分かれ、教員・職員帯同のもと、７軒のお宅に訪問

させていただきました。ピーマンの収穫のお手伝い、こいのぼ

り揚げなどお手伝いさせていただいたところ、じっくりと健康

や医療のことについてお話をさせていただいたところなどあり

ました。 

 ㈱日南のご協力のもと、多職種学生と地域住民を含めた多職

種連携教育を行いつつ、西都地域において医療人が育つという

住民参加型の仕組みづくりに今後も取り組んでまいります。 

 調殿地区の皆さま、お世話になりありがとうございました！ 

妻湯・多職種学生ごちゃまぜプロジェクト２ 


